
平成25年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その２ 

平成25年６月17日（月） 

                                           

                                        

（午前９時30分 開議） 

○議長（石橋英和君）皆さん、おはようござ

います。大変な猛暑がやってまいりました。

健康管理に十分ご留意ください。 

 ただ今の出席議員数は21人で定足数に達し

ております。 

                     

○議長（石橋英和君）これより本日の会議を

開きます。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（石橋英和君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において11番 土井君、

17番 松本君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（石橋英和君）日程第２ 一般質問 を

行います。 

 今回の一般質問の通告者は12名であります。 

 質問は会議規則第62条の規定により、別紙

の順序により発言を許します。 

 順番１、２番 阪本君。 

〔２番（阪本久代君）登壇〕 

○２番（阪本久代君）おはようございます。

トップバッターで緊張しております。 

 それでは、通告に従い一般質問を行います。 

 まず、第一番目の質問は、長期総合計画の

人口フレームについてです。 

 橋本市長期総合計画後期基本計画では、平

成29年、2017年の人口見通しを６万7,000人と

しています。しかし、平成25年４月30日現在

の人口は６万6,594人です。国立社会保障・人

口問題研究所が平成25年３月27日に公表した

「日本の地域別将来推計人口（平成25（2013）

年３月推計）」を見ますと、出生と死亡だけの

要因で人口が変化すると仮定した推計結果で

は、2015年６万4,904人、2020年６万3,047人、

2040年５万2,624人。人口移動の影響を含んだ

推計では、2015年６万3,877人、2020年６万

1,210人、2040年４万7,992人となっています。 

 日本の合計特殊出生率は、2011年で1.39と

低く、日本全体が人口減少に向かっています。

人口問題は、どの自治体にとっても課題です。

長野県下條村では少子化対策にいち早く取り

組み、出生率が全国平均を上回り、2003年か

ら2006年の平均で2.04人、人口も1990年3,859

人、2000年4,075人、2010年4,202人と増えて

います。 

 長期総合計画では、「人口減少は今後も続く

ものと考えますが、人口減少を最小限に止め

るため、人口減少対応施策を行い、子育て支

援や定住促進、企業誘致、新たな産業の創出

など積極的に展開していくものとして、平成

29年（2017年）の人口見通しを６万7,000人と

します」とありますが、人口減少をとめられ

るとお考えですか。 

 ２番目に移ります。人口を維持するために。 

 橋本市の人口は、平成22年から平成27年の

５年間で約2,300人減少する見込みです。これ

は長期総合計画からとりました。減少はとま

らず、人口を維持するためには、今までの施

策の見直しが必要ではないでしょうか。子育

て施策と高齢者施策から問います。 

 １番目に、子育て世代を増やすために。 

 橋本市は自然環境がよく、ゆったりと子育
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てするのにいいところだと私は思います。幼

稚園のホームページを読んでいても、近くの

お店に買い物に行き、皆でおやつをつくった

りと、いろいろな体験を通してのびのびと育

っているのがよくわかります。橋本市のいい

ところを、もっとアピールすることが大事で

はないでしょうか。 

 一方、長期総合計画に本市の課題として、

「子どものいる地域にするため、生みやすく

育てやすい環境形成が課題」とあります。具

体的には、橋本市幼保一元化５カ年計画に基

づく、幼保一元化施設（認定こども園）の計

画的な整備の推進と多様な保育機会の創出で

す。しかし、幼保一元化５カ年計画は、保育

園・幼稚園を統廃合してこども園にするもの

であり、もともと子どもの少ない地域を子ど

ものいない地域にしていってはないでしょう

か。また、民営化することで、保育にかける

費用を削減しています。結局、人件費が低く

抑えられ、経験の蓄積に支障となり、保育の

質が下がらないか心配です。 

 また、子育て支援制度の充実として、前期

基本計画の取り組みとして「小学生の医療費

助成を行いました」とありますが、今後の課

題には触れられていません。県下17自治体が

中学生の医療費の助成を行っています。さら

に、うち１自治体は18歳まで行っているのに、

今後の課題とすべきではありませんか。 

 ２番目、高齢者が暮らし続けるために。 

 高齢者が暮らし続けるためには、通院、買

い物支援、生きがいづくりが大事だと考えま

すが、いかがお考えですか。高齢者といって

もいろいろな年代があるので、長期総合計画

に本市の課題として「高齢者が増加する中、

地域の担い手として地域社会への参画が課

題」とあるように、高齢者の力をどう結集し、

発揮してもらうか。また、いろいろな活動の

中で出てきた問題に対して、相談できる場を

つくることも大事ではないでしょうか。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君の質問項

目１、長期総合計画の人口フレームに関する

質問に対する答弁を求めます。 

 企画部長。 

〔企画部長（森川嘉久君）登壇〕 

○企画部長（森川嘉久君）皆さん、おはよう

ございます。それでは、長期総合計画の人口

フレームについてお答えをいたします。 

 本市では、平成20年３月に、平成29年度ま

での10年間を計画期間とする「橋本市長期総

合計画」を策定し、まちづくりの基本指標と

して、平成29年の人口目標を６万7,000人とし

ています。 

 議員ご指摘のとおり、本市の人口は平成11

年をピークに徐々に減少し始め、平成24年９

月末には目標としている６万7,000人を割り

込んでいます。また、後期基本計画に示して

いますとおり、平成29年の人口は６万4,600

人と推計され、目標としている６万7,000人と

比較しますと2,400人程度少なくなる見込み

であります。このことからも人口減少につい

ては、周辺自治体と同様に本市が直面してい

る主要な課題の一つと認識しています。 

 その上で、長期総合計画の基本構想として

定めた６万7,000人のまちづくりをめざすに

は、後期基本計画に示している人や企業に選

ばれるまちの実現に向けた主要な施策である、

１．子どもを安心して産み育てる環境づくり、

２．いつまでも元気に暮らせる健康長寿社会、

３．雇用の場の確保・創出、４．定住環境の

創造・魅力の発信をはじめ、この計画に示し

ているそれぞれの施策を総合的に展開し、暮

らし潤う魅力あるまちづくりを進めてまいり

たいと考えていますので、ご理解のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君、再質問
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ありますか。 ○健康福祉部長（枡谷俊介君）皆さん、おは

ようございます。  ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）今、ご答弁にありまし

たように、この人口問題というのは主要な課

題であると認識しているというふうにおっし

ゃいました。その辺では、共通の認識といい

ますか、皆が思うことではないかというふう

に思います。 

 それでは、１点目の、子育て世代を増やす

ためにとのおただしでございますが、本市で

は、平成21年度に「橋本市次世代育成支援地

域対策行動計画（後期計画）」を策定し、平成

22年度より５カ年の計画で、「地域の輪でとも

に育ち合い、親子の笑顔が輝くまち」の実現

のため、六つの基本目標を掲げ、各種施策を

推進しています。 

 その上に立って、平成20年でしたか、今も

う半分過ぎた時点で、かなり目標からいいま

すと人口に差が出てきている現状で、先ほど、

さらに人や企業に選ばれるまちづくりという

ことで、これからも積極的に取り組んでいく

というふうにおっしゃったんですけれども、

その言葉に間違いはありませんでしょうか。 

 特に、延長保育事業、学童保育事業、地域

子育て支援拠点事業、ファミリーサポート事

業など12事業については、特定事業と位置付

け、数値目標を掲げて積極的に取り組んでい

るところです。さらに、保育料減免事業や小

学生医療費助成事業など、子育ての経済的負

担の軽減事業も実施しています。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（森川嘉久君）ご指摘のとおり、

現状でも人口が目標を割り込んでおる現状の

中で、かなり見通しとしては厳しいというの

は認識をしておるところでございます。 

 また、少子化や教育・保育ニーズの多様化

に対応するため、幼保一元化５カ年計画に基

づき、認定こども園の整備を進めてまいりま

した。このことにより、３歳未満児の保育の

受け入れ体制が充実するとともに、短時間児

の３歳からの受け入れが可能となりました。

さらに、子育て支援室を整備することで、地

域の子育て支援機能も充実することができま

した。 

 しかしながら、一応目標を定めまして、そ

れに取り組んでいくという姿勢が大事かとい

うふうに思っておりますので、先ほども申し

上げましたように、目標に向けて施策を総合

的に展開しながら、目標を達成できるように

取り組んでまいりたいというふうに考えてお

ります。  子育て世代の方を増やすために、これらの

子育てに関する情報をより多くの皆さまにお

知らせできるよう、市の広報紙やホームペー

ジの活用や、今年度、橋本市子育てガイド「子

育てのびの～び」をリニューアルして、各保

育園や幼稚園、市窓口で配布いたします。な

お、今後はホームページや広報紙などで子育

て支援に関する特集を掲載して、情報発信に

努めてまいりたいと考えています。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）方向性としては総合的

に取り組んでいくということで、行政だけじ

ゃなくて、全員でそれに向かっていかなけれ

ばいけないというふうに思っております。 

 １番は終わります。 

○議長（石橋英和君）次に、質問項目２、人

口の維持に関する質問に対する答弁を求めま

す。  また、昨年８月に成立しました子ども・子

育て支援法では、平成26年度に子ども・子育

て支援事業計画の策定が義務付けられており

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（枡谷俊介君）登壇〕 
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ます。本年度にニーズ調査を実施し、本市の

子育て支援のあるべき姿を探るとともに、子

育て世代にとって魅力あるまちづくりができ

るよう、現在実施している施策の評価などを

参考に、本市の実情に応じた子育て支援施策

を再構築して計画を策定することとしており

ます。 

 続きまして、２点目の、高齢者が暮らし続

けるために、についてお答えさせていただき

ます。 

 本市の人口は、平成25年５月31日現在、６

万6,388人であり、うち65歳以上の高齢者は１

万7,208人で、高齢化率は25.94％となってい

ます。近年、団塊の世代が次々と65歳に達し、

また、60歳から64歳の方が5,849人いることか

ら、今後、高齢者数がますます増加していく

ことになります。 

 高齢者施策にかかわる事項については、橋

本さわやか長寿プラン21（橋本市高齢者保健

福祉計画・介護保険事業計画）において、３

年に一度見直しをしており、今後も高齢者が

増加することを視野に入れながら施策を計画

実施しているところです。 

 この計画は、高齢者が地域社会での営みの

中で不自由を感じず、普通に参加でき、ほか

の人と平等に権利と義務を分かち合えるとい

うノーマライゼーションの理念に基づき、「人

権を尊び、社会の連携を深める、健康で明る

い交流のまちづくり」のために、総合的な介

護予防の推進、地域ケア体制の充実、高齢者

の尊厳の確保と権利擁護の推進、介護サービ

スの質の向上と利用者支援、生きがいの充実

と安全で安心なまちづくりの推進、の五つの

基本目標を定め、この目標を具体化するため

に施策を展開しています。 

 さて、高齢者にとっての三悪とは、疾病・

貧困・孤立と言われています。介護予防に力

を入れ、いつまでも元気で暮らしていただけ

ることを基本としながらも、介護保険を使わ

ざるを得なくなった方には、安心して介護サ

ービスを受けていただけるよう、介護、予防、

医療、生活支援、住まいの五つのサービスを

一体的に提供していく、地域包括ケアシステ

ムの構築を行っているところです。 

 介護予防への関心が高まる中、区・自治会、

老人クラブ等への働きかけにより、住み慣れ

た地域において介護予防に取り組んでいます。

げんきらりー自主運営教室、ふれあいサロン

など、地域ではそれぞれ趣向を凝らした取り

組みが展開されており、まちづくりの一環と

して一役を担っているところです。参加され

ている高齢者からは、生きがいになっている

と好評であり、今後も大きく広がっていくこ

とを支援していきたいと考えています。 

 一方、生活支援における課題ですが、高齢

者が安心して暮らせるように、保健、介護、

医療、福祉等の各支援体制の充実強化や、地

域のさまざまな社会資源を活用し、地域で助

け合い、支え合う仕組みをより一層推進して

いくことが必要であると考えていますので、

今後も必要なサービスの確保に努めてまいり

たいと思います。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君、再質問

ありますか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）最初に、子育て世代を

増やすためにというところから再質問してい

きます。 

 子育て世代を増やすためにということでい

えば、今いてる子育て世代が転出しないよう

にするということと、それとまた、新たに市

外から転入してもらうような施策をとってい

くということが大事だと思うんです。 

 その中で、先ほど、「子育てのびの～び」を

改訂して配っていくということもおっしゃい

ました。ただ、私、実物は見てないんですけ
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どもホームページでこれを見ましたら、かな

りのページ数があって、現在のなんですけど、

冊子になっていて、何ていうか、これから子

育てされる方とか転入される方に渡すのには、

すごくぴったりなものだと思うんですけれど

も、これからどこに引っ越そうかと考えてお

られる方にアピールするのには、もっと簡単

なものが必要ではないかなというふうに思う

んです。 

 例えば、この子育て、市外から転入しても

らうのにということで、大阪府内からの転入

とかを考えて、堺市であるとか河内長野市の

ホームページとかも見たんですけれども、そ

うしましたら、河内長野市は教育立市宣言と

いうことで、「教育立市のまち河内長野」とい

うことで、こういう形でかなりわかりやすく、

これはホームページから取り出したんですけ

ど、そういうものができているんです。それ

とか、こういう形でね。ホームページを探す

かどうかということは、引っ越し先を決める

ときに見るかどうかというのはありますけれ

ども、それとか、あと堺市でしたら、ホーム

ページを見たらばーんと「子育てするなら堺、

さかい子育て応援団」というのがぼーんと出

てくるんです。 

 だから、今はどこの自治体でも、子育て世

代を増やす、若い世代、子どもたちを増やす

のに、まあ言うたら、どこもが一生懸命にな

っているというのが、そういう状況があると

思うんです。そういう中で橋本市を選んでも

らおうと思った場合に、かなりわかりやすい

アピールするものというか、そういうものが

ないと、かなりしんどいんではないかなと思

うんですが、そういうものをつくっていこう

という、今やっていることを書いたもので言

ってるんですけど、そういうふうな、例えば、

橋本市の場合は大型宅地開発で、ずっと住宅

をつくって転入者を増やし、人口も増やして

きているわけですが、そういう住宅会社とか

にも渡してアピールしてもらうような、そう

いう簡単なパンフレットをつくっていこうと

か、実はもうあるんですということかもしれ

ませんが、そういう予定とか計画とかはない

んでしょうか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）アピールして

はというおただしですけども、また、先ほど

述べさせていただきましたように、本市でも

広報紙とかホームページ、それから先ほど言

わせていただいた「子育てのびの～び」等で、

保育園とか、橋本市の子育てのアピールはし

ているんですけども、おっしゃられるように、

もっとコンパクトでインパクトのあるものと

いうことでございますので、今後、また考え

ていきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）ぜひよろしくお願いい

たします。 

 それで、次に、もう一つは、いろいろ調べ

ていく中で、長期総合計画を見ていましたら、

74ページのところに、さっきも言いましたけ

れども、前期基本計画の取り組みとして、子

育て支援制度の充実の中には、小学生の医療

費助成を行いましたというふうに書いてある

んですが、今後の課題というところには、そ

のことが一言も入っていないんです。その後

ずっと読んでいっても、乳幼児、小学生の子

どもの医療費の助成ということは出てくるん

ですが、医療費支援支給事業ということで、

子育て支援制度の充実ということでは出てく

るんですが、調べていてびっくりしたんです。 

 堺市にしても大阪市にしても、中学校卒業

までの医療費の助成はやっているんです。た

だ、１医療機関ごとに１日当たり最大500円、

月２回という制約はあるんですけれども、と

にかくやっているんです。河内長野市でも、
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入院は中学卒業まで無料、通院の場合は小学

校３年生までなんですけども、こういう点で

言っても、まあ言うたら、これだけをとって

みれば、人を呼んでくるということでいえば、

もう既に遅れているといいますか、今までも

同僚の議員の方も、この中学校卒業まで医療

費の助成を増やすように何度か質問もされて

きてますけれども、今までの答弁の中でも、

条件が整えば検討もしていくという形の答弁

であったと思うんですけれども、この長期総

合計画の今後の課題の中に、これが一切入っ

ていないというのは、おかしいんではないか

と思うんですけども、その辺ではいかがでし

ょうか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）長期総合計画

の中で入っていないということでございます

けれども、私たちも、中学生医療の助成につ

いては子育て支援の充実ということで、今後

取り組んでいきたいとは思っております。取

り組んではいきたいと思っておりますが、今、

小学生医療が始まったところでございますの

で、限られた資源の中で優先順位をつけてや

っているということでございまして、取り組

むにあたっては、県の助成とか、そういうこ

とがあってはじめてやっていけると思います

ので、県の助成のほうへお願いしていくとい

うことで、よろしくお願いします。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）かなり消極的な答弁だ

ったんですけれども、せめて、何ていうか、

全く考えていないというのであれば、この長

期総合計画のどこかに入れておいてもらいた

かったなというのが私の思いです。 

 ただ、さっきも言いましたけども、若い世

代を取り込むという点からいえば、この点で

はもう既に遅れてますので、県に頼るだけで

はなくて、いろいろな方法で実現の方向に向

かっていっていただきたいというふうに思い

ます。 

 もう一つは、幼保一元化５カ年計画なんで

すけれども、この幼保一元化５カ年計画は、

建物の老朽化であるとか、あとは幼稚園とか

が少人数になってきてということで、統廃合

も含めてやってきているという経過があると

思うんですが、それと民営化ということで、

実際には一次計画だけじゃなくて、今また（仮

称）応其こども園も進められておりますし、

この分でいけば、残るのは紀見地区だけとい

うことになっていきます。 

 そういう中で、結局、統廃合と民営化とで、

今まで医療や幼稚園にかかってきた費用とい

いますか、そういうものがかなり削減される

結果になると思うんです。その中で、先ほど

も言いましたけれども、委託料が保育単価に

よって決められている。保育単価ですと実際

の、何ていうんかな、保育単価で決めること

によって、かなり委託料が低くなっているん

ではないかというふうに心配しているんです

けれども、例えば、今までの公設公営で保育

をした場合には、保育単価で計算した場合と

比べたら、かなり市が上乗せしていたんでは

ないかと思うんですけども、そういうことは

なかったでしょうか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）公設民営でや

っていただいているんですけども、公設民営

というのは、法人にとりまして大変魅力的で

あると思います。というのは、保育に専念で

きるということでございまして、建物の修繕

とか大型備品はすべて市で対応いたしますの

で、法人は子どものことだけに集中できるわ

けでございまして、そういう意味では、保育

士にとっても園にとっても、保育の質とかに

ついては影響を与えるものではないと思いま

す。 
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 あと、人件費のことでございますが、現在、

国で定めた保育所の措置費の基準で、ほぼ同

様の基準で計算させていただいて法人に支払

わさせていただいているんでございますが、

これにつきましては、旧の公立も、それから

私立も、皆もともとこの基準でやっておりま

したので、この基準に基づいて人件費を支払

うことで保育の質の低下とか、そういうこと

につながるということはございません。ない

と思います。 

 それから、また昨年成立しました子ども・

子育て支援制度で、職員の処遇改善を含めた

保育・教育の質の改善に0.3兆円を国のほうで

予定しておりますので、この辺でも、よりた

くさんの支給をできると考えておりますので、

よろしくお願いします。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）今回するのに、ちょっ

と調べ切らなかったんですけども、かなり昔

に、古い資料で申しわけないんですけども、

この保育単価そのものが、国の基準そのもの

が平均年齢を低くした、低い年齢で計算した

保育単価であるというふうに聞いたことがあ

るんです。で、公設公営でずっとしてきた場

合に、保育士の年齢がどんどん上がっていく

ので、それでいくと、結局は保育単価では足

りなくなって、ほかから上乗せしないと成り

立たない、保育単価と人件費だけを考えた場

合に、ということを聞いたことがあるんです

けども、今までも保育単価で同じようにして

いたということであれば、公設公営から公設

民営にするときに、建物は一緒ですから、こ

の人件費においてこれだけ削減できましたと

いう形のが出てくること自体が、おかしくは

ないんですか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）先ほど言われ

ました保育単価でございますが、保育単価は

園の規模によって決まっておりまして、そう

いう年齢とか、職員とか、そういうことでは

決まっておりません。小規模園になるにした

がって保育単価が、運営が難しくなりますの

で、小規模園に手厚い保育単価。それは国の

ほうで査定した中で、小規模園のほうが高く

かかりますのでということで、小規模園のほ

うが高い基準となっております。大きくなれ

ばなるほど低くなります。 

 もう一つ、何でしたか。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）もう一つは、公設公営

から公設民営にして、これこれ2,000万円とか

3,000万円とか削減できましたとかという話

が、よく出てくるではありませんか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）建物について

も公立の場合は見ておりますので、その保育

単価は人件費だけでございますので、それ以

外の建物、それから修繕、その他もろもろが、

公立の場合はすべて見ていかなければならな

いのでお金がかかっておりまして、比較しま

すと、人件費だけでやる指定管理者の法人と

比べますと、やはり公立のほうが高くつくと

いうことになります。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）先ほどの私の言った過

去の話は、今は確かに言われたように、保育

単価について、規模とか子どもの年齢によっ

てこれだけですと決まっている一覧は持って

るんです。そうじゃなくて、その金額を出す

ときの基本になる保育士の年齢を、給料の低

い年齢に合わせて計算しているというふうに

聞いたことがあるという話。でもこれは、あ

るという話なので、証拠は見つけられなかっ

たので。 

 今まで、そしたら5,000万円とか2,000万円
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とか削減できたというのは、建物も含めての

話だったんですか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）比較しました

のは、予算・決算の段階で比較しましたので、

すべて入っております。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）そうしますと、新しく

建設したときの費用も含めてということにな

るんですか。比較してといったら。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）建設費という

のは含めておりません。ただ、本来市で建設

した後に維持する費用と人件費、その分と、

それから保育所で指定管理者で運営する費用

を比較した場合に、それだけ削減になるとい

うことでございます。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）そうしましたら、やっ

ぱりその中でも、人件費が大きな割合を占め

るんではないかなと思うんですけど、今、ま

だ、高野口こども園とすみだこども園と、２

園しか実際には運営されていないので、まだ

まだ検証できてない部分はあると思うんです

が、やっぱり保育というのには、ゼロ歳から

５歳まで６段階ありますし、たくさんの経験

を積んでいった保育士がたくさんおられると

いうことが大事だと思うんです。そういうこ

とからいえば、できるだけそういう方を採用

できるような、若い方だけじゃなくて、いろ

んな年代の方が採用できるような委託料に、

ぜひともしていってもらいたいというふうに

思いますが、その点はいかがですか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）その点につき

ましては、指定管理者と協議の中で、経験年

数が３年以上の者を何人以上とかということ

も決めておりますし、高野口もすみだも三石

も、園長はすべて本市の園長で、もともと本

市の保育園の園長でございました方にやって

いただいておりまして、経験の蓄積とか、そ

れから保育の質の低下とかがないように、今

までと同じように、保育園の園長が公立でお

ったときと同じように保育士を育てておりま

すので、そういうことはないと思います。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）ただ、地域の皆さんと

かの声を聞いていますと、例えば、高野口こ

ども園でいえば、今、４年目でしたか、その

ぐらいになっていると思うんですけど、もと

もとの公設公営の保育園を経験していた保護

者の皆さんが、だんだん卒園されていって、

今の高野口こども園の保育しか知らない保護

者の方が増えてきているというふうに聞いて

いるんです。それは、子どもさんはどんどん

成長するんですから、どこの園でも言えるこ

とだと思うんですけど、それでいえば、もと

の橋本市の保育がどんなものかわからない方

が多い中でといったら、やっぱり自分の子ど

もが受けている保育が、それが一番いいんだ

というふうに思うのが普通だと思うんです。

それでいけば、なかなか同じようにしている

といっても、評価は難しいところではないか

なというふうに思うんですけれども、その辺

はいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）保護者の方は、

どんどん子どもさんが大きくなられまして卒

園されますので、どんどん入れ替わりますの

で、旧の高野口の保育園のことは知らないと

いうことでございますが、保育士は、もう以

前からずっと高野口でおられた方も来られて

ます。対応しておりますので、旧の高野口の

保育園の保育も継続しております。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）この長期総合計画を見
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てみましたら、とにかくこの幼保一元化５カ

年計画を進めていくんだということがすごく

強調されているんです。それに対して、どん

どん進んでいく形には見えているんですけれ

ども、やはり、ところどころで立ちどまって、

いろいろな検証もしていくべきだと思うんで

す。でも、この辺はもっと詳しく、細かく、

また次回に質問したいというふうに思います。 

 それで、私の希望でいいましたら、とにか

く、子どもたちが橋本市では健やかに育てる

ように、十分な保育が受けられるようにして

いただきたい。委託料についても、増やす方

向で考えていただきたいというのが要望でご

ざいます。 

 高齢者のほうに移ります。高齢者のほうで

いえば、先ほど、今までもいろいろなことに

取り組んでおられて、その中で、今後も生き

がいづくりといいますか、区・自治会や老人

会、そして、げんきらりーやふれあいサロン

とか、そういうものも今後も大きく広がって

いくように支援をしていくというふうにおっ

しゃいました。 

 生きがいづくりということでいえば、本当

に今されていることというのは大事だと思う

んです。このふれあいサロンについても、最

初から始めてこられた方とかは、いろいろな

思いでされてきているけれども、場所の問題

であるとか、担い手であるとか、後継者のこ

ととか、いろいろな悩みもありながら今まで

やってこられた。そういう中で、行政のほう

もいろいろな支援もされていると思うんです

けども、さらにきっちりと、相談事があると

きに相談に乗っていく体制をつくっていただ

きたいというふうに思うんですが、もう既に

ありますでしょうか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）議員がおっし

ゃられるとおり、生きがいづくりについて、

生きがいを持てるようにということで、さま

ざまな取り組みをしていきたいと思いますが、

地域包括支援相談につきましては地域包括支

援センターで相談を行っているということで

啓発しておりまして、相当な取り組みをして

おりますので、そちらのほうで取り組んでい

きたいと思いますが、先ほど言われました生

きがいづくりでございますが、これも体力づ

くりというのも生きがいづくりになっている

と思いまして、体力づくりを生きがいにされ

ている方もたくさんおられますので、この５

月より実施いたしました「いきいきルーム」

も、そんな意味では生きがいづくりになって

いると思っております。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）いきいきルームもかな

り利用者も多いというふうにも聞いているん

ですけれども、高齢者にとったら、やっぱり

生きがいも大事だし、橋本市に住み続けよう

と思ったら、やっぱり交通の便といいますか、

移動の手段がどうしてもいろいろネックにな

ってきたりすると思うんです。生きがいづく

りだけじゃなくて、通院とか買い物とかも全

部、この交通手段というのがかなりネックに

なって、実際になかなか自分で買い物に行く

のがしんどくなってきたら、市外の子どもさ

んのところに転居したりとかという話なんか

も聞きますので、同時に、今も確かにいろい

ろあるんですけれども、それをさらにもっと

充実させていってもらいたいなというふうに

思います。 

 ただ、先ほど、これから介護予防とかも力

を入れてということも言われましたが、ただ、

今の国の動きからいえば、介護の費用がかな

り増えてきているということで、この予防の

部分が保険から外されるという方向なんかも、

時々新聞報道でもされていますので、かなり

注意して見ていかないといけない点もあると
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は思うんですが、法律が変わってもというの

はもう無理ですけれども、そうならないよう

に、やっぱりお年寄りの方が本当に生き生き

と住み続けられるように、県や国に対しても

市からも働きかけをしていっていただきたい

と思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）議員ご指摘の

とおり、高齢者が元気に生活するためには、

通院とか買い物などの生活支援、これが課題

になってくるわけですけども、そのためには、

一番の課題は高齢者の移動手段ということで

ございますが、今後、車などの移動手段を持

たないで、買い物や病院に行けない高齢者が

増えてくると思いますが、本市においては、

福祉有償運送とか福祉タクシー、それからコ

ミュニティバスや一般バス、それからタクシ

ー等の公共交通機関の活用も含めて、支援の

確保に努めたいと考えております。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）よろしくお願いします。

コミュニティバスでいえば、全市にというの

はなかなか難しい面もあって、まだ抜けてい

るところもありますので、できるだけ充実さ

せるようによろしくお願いいたします。 

 で、介護保険のほうは答弁もれですが。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）介護保険のほ

うは、新聞紙上で時々見ましたら、その支援

のほうをどうのこうのというような文章が見

受けられるんですが、介護保険についても、

今後、介護保険の制度を落とすことなく国が

運営してくれるように、県にも国にも要望し

てまいりたいと思います。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）よろしくお願いします。 

 終わります。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、10時35分まで休憩いたします。 

（午前10時19分 休憩） 
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